
この夏、野田茂氏の著書教育三面鏡シリーズの 3 冊『教育三面鏡』『続/教育三面鏡 子供の心とどう付

き合うか』『教育三面鏡シリーズⅢ 教育の条件』等読み返しました。その中の 1 冊『続／教育三面鏡   

子供の心とどう付き合うか』西日本新聞社版には、一つの口と二つの耳の項に次の文章が掲載されてい

ます。 

「神様は、人間に一つの口と二つの耳を与えてくださった。これはきっと、ひとこと言う前に二つの

耳でしっかり聞きなさいということであろう。そう言えば、何と人の話を聞くことの難しさよ。」さらに

読み進めると「聖書の中に「聞くことを早くせよ、話すことを遅くせよ」という言葉がある。とにかく

大人はせっかちで、子供に向って、命令・指示、批判・非難、詰問・尋問、脅迫・皮肉、説教・説諭が

多過ぎる。それも大方自分の都合やその時の気分による。一概に、命令したり諭したりすることがいけ

ないとは言わないが、子供の言い分を聞いてからでも遅くはあるまい。親が子供の話を静かに聞く、教

師が生徒の言い分にじっくり耳を傾ける、これは単なる聞き方の技術ではない。親や教師が子供の気持

ちをどう受け止めようとしているか、大人自身の人間性の問題である。」と。 

子どもの権利条約には、子どもの最善の利益を基に、4 つの柱があります。「生きる権利」「育つ権利」

（発達する権利）「守られる権利」「参加する権利」である。参加する権利は、意見表明権とも言われ、

おとな側からは、きく権利、子どもにとっては、きかれる権利です。 

聖書で確認すると、ヤコブの手紙 1 章 19 節では「聞くには早く、語るには遅く、また怒るには遅い

ようにしなさい」という教えが示されています。 

私たちは子どもの声をしっかり聴くことを大事にしたいものです。 

園長 前田志津子 

こどもと環境 
「プラスチックモンスターをやっつけよう！きみが地球のためにできること」高田秀重/監修  

クリハラタカシ/絵 クレヨンハウス編集部/編 

前回 9 月の こどもと環境で紹介した「プラスチックのうみ」のつながりです。監修者の高田秀重

氏からのメッセージを伝えます。「わたしたちの身のまわりから、できるだけプラスチックを減らそう！」

ということです。なぜ身のまわりからプラスチックを減らしていかなければならないのか、その理由は、

プラスチックは、からだによくない化学物質が入っている場合があり、プラスチックは、使っていると

きやゴミになったあとに、空気中の酸素や日光に当たってボロボロになり、小さなプラスチックのくず、

つまりマイクロプラスチックになって、最後は海に入っていき、海の生き物が食べ、魚は人間に食べら

れる「食物連鎖」をとおして、食べてはいけないプラスチックがわたしたちの体に入ってしまうのが問

題なのです。だから、プラスチックゴミを減らす取り組みが世界中に起きています。私は、プラスチッ

クは、リサイクルではなく削減であると思うのです。（前田志津子） 
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幼）運動会準備の為11時半降園

えんとつ配信のお知らせ

をご確認ください

後日えんとつで配布する

お知らせをご確認ください
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《11 月行事予定》  

2 日（月）午前保育/バザー準備のため（幼） 

3 日（火・祝）バザー （全園児） 

5 日（木）内科検診①（全園児） 

6 日（金）内科検診②（全園児） 

11 日（水）お弁当の日（全園児） 

19 日（木）誕生会・試食会（キンダー） 

22 日（日）収穫感謝親子礼拝 

25 日（水）収穫感謝祭 


